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主主
君主主

報

丸
鮒
史
愚
曾
春
季
畢
術
大
曾

昭
和
サ
八
年
度
九
州
見
事
曾
春
季
畢
術
大
舎
は
西
日
本
奥
事
曾
ξ

共
同
主

催
b
b

蹴
っ
て
六
月
六
日
・
七
日
の
滞
日
に
草
ny
九
大
丈
島
・
部
に
於
て
開
催
さ

れ
た
。
第
一
日
は
西
日
本
県
串
曾
各
支
部
代
表
の
研
究
費
表
、
第
一
一
日
午
前

は
E
・
東
・
西
各
部
曾
別
研
究
設
表
、
午
後
は
公
開
講
演
が
行
わ
れ
主
o
n同

僚
講
演
並
び
に
各
部
曾
研
究
費
表
題
目
は
次
の
語
り
で
あ
る
o

公

開

講

演

。

日

本

中

散

の

女

性

四

地

位

縞

O
中

世

都

市

の

市

民

組

織

に

づ

い

て

今

書
部
曾
別
研
究
設
表
題
目
及
び
要
旨

自

本

史

部

禽

筑

紫

軍

麗

考

太
宰
府
管
内
巳
お
け
る
混
入
の
義
生

尾

猿

市

来

陸

設

野

続

多

片

山

直

義

狼
人
の
憲
議
は
時
代
に
主
づ
て
謁
惑
が
あ
り
、
そ
の
畿
品
。
事
情
も
多
方

密
か
ら
の
考
察
＆
必
要
注
す
る
の
で
あ
る
が
、
と
ζ

で
は
主
＆
し
て
翠
議
官

吏
C
浮
浪
化
を
考
察
す
る
o
奈
良
時
代
の
寅
情
に
づ
い
て
は
明
瞭
で
な
い

が
、
平
安
初
期
に
は
と
の
問
題
が
表
面
化

L
て
嘗
て
地
方
行
政
上
の
痕
・
と
な

づ
て
き
た
。
と
れ
を
代
表
す
る
者
が
豊
後
前
介
中
井
正
で
あ
9
、
大
宰
府
は

業

報

彼
等
D
禁
墜
に
つ
＆
め
、
肥
前
回
宵
笠
宗
雄
、
筑
後
回
需
都
御
酉
等
は
こ
＠
政

策
の
徹
底
に
努
力
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
切
結
呆
は
部
づ
て
浪
人
に
主
る
載

後
間
宵
殺
害
事
件
。
費
生
b
b
h

伊
る
に
軍
づ
た
。
併
し
ζ

れ
は
単
な
る
偶
畿
現

象
唱
は
な

t
し
て
、
黛
的
活
動
を
始
め
た
浪
人
が
次
第
に
武
力
訟
も
づ
て
律

令
政
治
の
蓮
昏
に
一
大
障
害
を
興
支
る
主
う
に
な
づ
て
き
た
そ
の
境
賞
。
一

富
で
あ
る
o
九
州
に
お
け
る
武
士
題
。
拾
頭
色
、
太
宰
府
管
内
に
お
け
る
諮

苛
浪
人
＆
の
関
係
に
つ
い
て
］

9

0
考
察
＆
試
事
た
い
。

紳
悌
習
合
の
叩
考
由
鵠

郎真巳

田

村

菌

澄

神
宮
寺
の
建
立
は
、
す
で
に
八
世
紹
の
前
宇
に
お
い
て
見
ら
れ
る
が
、
し

か
し
紳
の
鎚
め
の
建
堂
宇
讃
艇
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
主
う
に
な
る
の
は
、
九

世
知
広
な
の
J

て
か
ら
の
と
＆
で
あ
る
o
他
方
、
崇
道
夫
出
品
中
他
戸
親
王
な
ぎ

り
恕
璽
に
主
る
「
崇

p
」
や
「
物
。
笹
」
が
願
著
に
な
る
の
も
、
九
世
記
広

入
門
J

て
か
ら
百
乙
と
で
あ
づ
た
。

ζ

D

主
ろ
な
怨
霊
を
慰
め
る
た
砂
に
と
ら

れ
た
主
な
方
法
は
、
寺
b
b

建
て
た
り
、
極
＆
讃
i

ん
賢
明
ヲ
ず
る
乙
＆
で
あ
る

が
、
紳
悌
習
合
を
促
す
礎
自
由
一
づ
は
、

ζ

と
に
見
回
令
る
で
あ
ろ
う

o
最

，
澄
が
唱
導
し
た
悌
敢
に
主
る
鎮
護
麗
家
の
具
体
的
録
件
と
じ
て
、
政
治
的
怨

霊
の
醸
菅
得
柴
が
事
げ
ら
れ
て
居
夢
、
ま
た
最
澄
誠
後
に
お
け
る
念
撮
な
夫

叢
の
密
教
化
も
、
「
議
mn
」
A
T

「
物
の
蝕
」
の
主
体
で
あ
る
紳
々
ま
し
て
、

諜
議
の
智
愚
か
ら
蹴
令
し
め
る
＆
い
ラ
切
貨
な
要
求
一
臆
ず
る
も
の
で
あ
の
J

K
o
 
犬

家

氏

の

豊

後

入

属

藤

井

繁

一

回

一

豊
後
に
於
げ
る
大
武
氏
の
支
配
白
根
幹
炉
、
一
一
族
慾
額
制
＆
旗
掲
武
士
関

七



業

報

の
統
制
乏
に
あ
の
J

士
事
は
既
に
指
鵠
さ
れ
て
い
る
如
《
で
る
る
。
従
づ
て
又

同
時
に
そ
の
統
制
。
不
備
は
、
史
認
。
弱
体
b
L

賢
し
た
の
で
あ
副
て
と
ふ
で

は
島
津
氏
の
概
念
品
伊
探
し
ゃ
‘
品
、
後
世

ω
大
文
氏
。
勢
力
。
脆
弱
さ

ω
一
関
注

布
地
武
士
醸
の
征
服
と
隷
麗
の
不
完
全
さ
に
求
め
て
い
る
。
き
う
し
て
と
り

犬
家
氏
主
在
地
武
士
闘
と
の
相
起
は
、
そ
の
入
部
に
宮
内
J

て
、
既
に
先
づ
、

最
も
瀬
署
に
現
れ
た
の
で
あ
虫
、
と
の
都
知
か

b
、
豊
後
在
地
土
豪
！
大
締

・
語
原
・
吉
田
・
都
甲
等
の
諸
氏
。
大
友
氏
入
園
以
前
の
事
情
之
、
入
国
に

際
し
て

ω
向
背
の
動
静
、
郎
ち
大
文
民
の
盟
諸
後
入
問
問
＆
具
体
的
に
明
か
に
す

る
事
に
努
め
た
c

僕
は
こ
L

で
、
新
し
い
設
を
一
訴
さ
う
と
し
た
の
で
も
、
結
論
b
L

出
さ
う
左

し
た
の
で
も
な
ミ
、

ζ

の
護
表
全
体
が
、
今
後
僕
が
縞
げ
る
大
玄
氏
史
四
百

年
四
序
設
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

評

定

衆

応

つ

い

て

杉

m
q

昭

糠
氏
勲
章
家
。
後
な
う
げ
て
、
執
樫
政
治
に
エ
ワ
て
幕
府
主
維
持
し
た
る

北
保
氏
は
、
評
定
来
b
L

誼
し
て
幕
政
主
掌
握
し
た
o
頼
朝
設
後
、
御
家
人
統

制
に
づ
い
て
、
或
は
武
家
階
鳳
閣
の
擢
益
擁
護
に
nJ

い
て
腐
心

L
K北
傍
氏
一

円
が
、
先
づ
執
権
職
を
確
立
し
、
次
い
で
評
定
衆
を
設
置
し
、
東
に
は
御
成

敗
式
詩
蕊
完
成
し
た
。
と
の
北
線
政
権
の
歩
み
の
中
、
嘉
機
一
万
年
の
静
定
義

設
置
に
焦
駄
を
お
く
色
、
品
部
議
棋
ハ
評
議
、
群
議
〉
の
護
観
が
は
や
《
か
ら

窺
は
れ
る
o
源
氏
構
軍
家
衰
退
後
に
お
け
る
御
家
人
農
の
欝
搭
b
L

統
制
し
、

自
ら
の
勢
力
を
援
大
し
ワ
ワ
も
、
幕
府
執
政
の
権
威
乞
、
衆
議
に
求
め
‘
更

に
衆
議
＆
起
請
を
以
て
締
翠
花
、
経
費
化
し
た
北
線
致
壌
と
、
そ
の
背
後
広

あ
る
梅
家
人
批
曾
に
づ
い
て
考
へ
る
も
ι
興
味
深
い
。
法
源
史
料
に
工
る
法
制

一
一
八

史
上
。
評
定
衆
彦
、
其
他
の
蓮
記
類
に
主
づ
て
政
治
史
的
、
一
位
曾
真
的
な
観

脅
か

b
も
併
せ
考
へ
る
＆
十
三
世
和
初
頭
の
北
線
政
模
を

b
rる
鎌
倉
幕
府

の
挫
絡
が
闘
か
広
な
る
。

型

光

の

思

想

深

溝

譲

掠

法
然
に
主
る
事
修
念
錦
の
成
立
が
も
づ
罷
史
的
意
議
に
引
い
て
は
、
今
日

種
々
の
見
解
が
る
る
が
、
私
見
位
決
の
駐
を
重
視
し
た
’
い
。
そ
れ
は
法
然
り

宗
教
が
、
古
代
宗
教
と
の
た
子
炉
い
の
遜
稜
に
於
て

1

撤
底
令
る
庶
民
の
立
場

κ立
ち

2

念
梯
を
最
高
の
義
主
な
す
と
と
仁
主
づ
て
、
家
失
長
的
支
鹿
＆
癒
着

せ
る
鷺
善
を
止
揚
し
以
て
官
代
自
主
族
及
び
中
世
武
士
の
支
配
秩
序

に
劃
す
る
矛
盾
者
と
し
て
の
吉
己
の
委
を
明
確
に
し
た
と
乏
で
あ

る
o
と
の
法
換
の
立
場
は
、
今
自
路
土
宗
教
関

ι於
て
鱒
の
忠
賞
な

る
遵
奉
者
と
さ
れ
る
鎮
西
教
顧
の
創
始
者
た
る
翠
光
に
之
内
J

て
そ
の

ま
L
鑑
受
さ
れ
た
で
あ
る
う
か
。
否
で
あ
る
o
で
は
都
容
に
成
立
し

た
専
修
念
鶴
が
、
翠
光
に
主
づ
て
始
b
て
鎮
西
の
農
村
に
移
植
さ
れ

た
＆
き
、
ぎ
の
ま
う
な
麗
質
は
一
体
ぎ
の
干
で
つ
な
歴
史
的
事
情
に
操

る
も
の
で
あ
る
う
か
。

樹

馬

欝

奴

縛

制

の

源

流

安

河

内

i

博

饗
馬
藩
に
於
け
る
奴
稗
制
成
立
の
由
来
、
源
流
主
辿
る
な
ら
ば
‘
室
町
時

代
に
於
け
る
醤
馬
と
朝
鮮
と
の
密
接
な
る
麗
係
等
主
nv
考
察
し
て
、
先
、
ず
高

麗
・
李
氏
朝
鮮
に
見
ら
れ
る
奴
蝉
賜
給
の
制
度
並
び
に
奴
荊
の
諺
響
仁
之
る

も
の
で
め
る
う
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
設
に
は
封
馬
簿
の
奴
齢
制
＆
古
代



間
家
に
於
け
る
犯
罪
奴
隷
＆
の
比
較
検
討
に
よ
り
、
こ
れ
が
源
誠
に
隠
す
る

一
討
論
を
提
示
し
た
。

町
人
語
負
新
由
民
つ
い
て

！
大
阪

mロ
新
田
主
語
じ
て

i

池

田

史

郎

近
世
封
建
一
拡
舎
の
成
立
主
共
に
経
済
的
に
拾
頭
し
て
燕
た
町
大
階
級
位
鎖

閣
に
上
る
圏
際
市
場
か
ら
の
懸
絶
＆
士
農
工
商
の
身
分
制
の
桂
拾
に
主
っ
て

農
民
を
労
働
者
と
し
て
使
う
と
乏
が
出
衆
な
か
の
J

た
が
た
め
に
彼
等
の
蓄
積

し
た
蒔
業
資
本
主
工
業
に
投
費
す
る
と
と
に
よ
ワ
て
農
業
費
本
に
切
り
換
え

る
乙
左
が
出
来
な
か
ヲ
た
o
と
の
と
＆
は
大
名
相
手
の
金
融
資
本
の
蓄
積
の

不
振
と
相
ま
っ
て
元
職
頃
よ
り
町
人
請
負
新
田
の
成
立
を
促
し
た
。
一
般
仁

新
田
は
本
国
・
と
は
そ
の
年
貢
、
ま
た
構
成
に
於
て
金

r、
建
っ
て
い
る
之
い
う

設
も
あ
る
が
必
ず
し
も
そ
ろ
で
あ
る
＆
は
考
え
ら
れ
な
い
。
新
関
の
年
貢
が

本
田
工
習
軽
い
と
い
う
の
は
新
田
開
溌
奨
酌
と
開
護
嘗
初
の
不
作
な
ぎ
の
た

静
に
外
な
ら
な
い

o
従
っ
て
牧
獲
の
増
加
と
共
に
新
国
の
年
貢
込
靖
加
し
て

行
ミ
＆
考
え
ら
れ
る
o

ま
た
新
聞
の
構
成
は
庄
農
‘
年
寄
等
の
村
投
入
ξ
本
百
姓
、
小
作
人
工
り

な
る
本
国
と
呉
な
り
、
町
人
地
主
の
代
理
者
た
る
新
田
支
部
人
ξ

小
作
人
主

割
少
な
ワ
て
い
る
と
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
o
併
し
新
悶
支
配
人
四
仕
事
は

小
作
米
の
徴
集
ほ
か
習
で
な
く
武
士
の
鼓
す
る
法
令
の
惇
濯
や
年
貢
米
の
取

立
を
も
行
い
庄
農
の
仕
事
も
行
い
純
梓
な
農
企
業
家
主
ι
は
思
わ
れ
な
い
。
亭

保
頃
の
小
作
証
丈
を
見
る
と
五
人
組
が
新
田
に
も
作
ら
れ
て
い
て
新
留
の
鰹

警
が
そ
の
j
構
成
人

rhvて
本
田

ι全
《
遣
の
J

て
い
た
と
ほ
考
え
ら
れ
な
い
a

と
の
と
・
と
は
享
保
以
後
の
代
官
の
新
田
小
作
人
へ
の
鱗
書
を
み
て
も
’
質
素
倹

一嚢

報

約
の
奨
廟
宇
田
畑
永
代
費
買
、
徒
黛
、
逃
散
、
邪
宗
門
の
禁
た
さ
武
士
が
一

般
本
田
の
農
民
に
劃
し
て
＆
づ
た
農
奴
的
政
策
左
殆
ん
さ
麗
ワ
た
所
が
な
い

黙
と
併
せ
考
え
ベ
き
で
あ
る
。
先
も
多
く
の
耕
作
農
誌
を
必
要
・
と
す
る
と
の

大
規
模
な
海
表
新
間
に
あ
っ
て
は
そ
の
小
作
の
稽
類
に
永
小
作
の
外
に
向
作

ハ
入
作
）
年
期
作
が
あ
ワ
て
そ
の
小
作
鐙
丈
に
は
契
約
的
な
黙
も
多
々
見
受

け
b
れ
る
が
、
情
深
r、
観
察
す
れ
ば
封
建
的
色
彩
が
濃
厚
に
あ
っ
て
小
作
人

の
人
格
が
ぞ
の
程
度
認
め
ら
れ
て
い
た
が
を
疑
わ
し
む
る
も
の
が
あ
る
。
要

す
る
に
封
建
制
下
に
愛
一
生
し
た
町
人
請
負
新
田
は
寧
に
資
本
主
義
的
方
面
り

み
で
な
〈
封
建
的
方
面
を
も
併
せ
考
察
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
o

浮
土
教
思
想
と
武
士
H
領
主
麿

山

本

多

門

「
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
武
士
日
領
主
暦
が
浮
土
数
思
想
を
受
容
し
て
い
ワ

た
と
と
は
周
知
の
と
と
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
一
方
に
於
い
て
鎌
倉
幕

府
、
さ
ら
に
は
「
領
家
・
地
頭
・
名
主
」
ま
せ
が
浮
土
数
衛
摩
の
側
に
位
置

し
て
い
る
と
と
も
事
貨
で
あ
る
o
何
故
に
と
の
之
う
な
相
背
ず
る
事
賓
が
並

存
し
て
い
る
か
、
そ
の
歴
史
的
理
由
を
考
察
す
る
と
＆
が
此
の
褒
表
題
目
の

意
闘
で
あ
る
o
勿
論
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
は
な
じ
得
な
い
の
で
あ
る
が
、

そ
の
一
菌
・
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
事
情
を
考
へ
度
い
。
却
も
彼
ら
武
士
日
領

主
麿
の
、
静
土
数
受
容
の
態
度
換
言
す
る
な
ち
ぽ
彼
ら
ゆ
示
し
て
い
る
入
信

の
契
機
に
見
ら
れ
る
児
術
的
な
性
格
で
あ
る
o
そ
れ
は
此
の
時
代
に
於
け
る

武
士
H
H
領
主
暦
の
も
ワ
在
地
位
の
接
的
闇
結
が
一
一
聞
に
於
い
て
有
せ
ざ
る
主

得
な
い
怯
持
ξ

考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
凡
そ
史
的
現
象
冗
附
随
す
る
見

術
性
の
果
す
役
割
を
考
へ
な
が
ら
胃
頭
に
越
ベ
た
主
ラ
な
雨
者
の
鶴
係
の
一

端
を
考
熊
す
る
o

一
一
九
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東

洋

史

郡

曾

南
東
総
額
所
払
断
諒
機
関
院
就
て

出

内

E

博

唐
折
衝
府
と
地
方
行
政
機
関
と
の

関
係
に
つ
い
て

菊

地

英

夫

地
方
行
政
車
位
た
る
州
麟
が
「
界
」
と
講
す
る
管
域
b
b

持
ち
、
所
管
戸
口

に
於
て
も
大
小
各
様
。
規
模
。
差
を
有
ヲ
た
に
艶
し
、
規
定
兵
教
の
絶
醤
確

保
の
震
あ
《
ま
で
人
戸
居
住
の
賃
歎
に
却
し
て
設

U
ら
れ
た
兵
府
の
管
域
た

る
「
地
闘
い
が
如
何
な
る
関
係
に
あ
り
、
機
関
乏
し
て
の
兵
府
・
州
懸
は
如

何
に
時
間
管
事
務
。
調
簡
を
行
っ
た
か
を
、
地
域
的
に
検
討
し
て
府
兵
制
。
具

慢
的
運
用
を
探
る
手
掛
と
し
た
い
。

法

滅

霊

経

巳

つ

い

て

撫

尾

E

信

中
閣
に
於
け
る
末
法
思
想
成
立
の
地
盤
乏
し
て
捷
末
思
想
を
説
く
経
典
に

注
意
し
て
い
る
が
、
諸
経
録
に
は
法
域
謹
或
は
法
技
量
ξ

名
づ
け
る
経
典
が

九
、
法
決
議

多
数
見
え
て
い
る
o
と
の
う
ち
英
文
隷
謬
と
い
わ
れ
る
法
誠
謹
経
戸
経
或
一
式

型
寂
菩
薩
J

と
東
晋
祇
多
蜜
謬
と
い
わ
れ
る
法
浅
童
粧
は
勿
論
。
仁
左
、
西

野
間
一
一
護
れ
悼
と
い
わ
れ
る
法
淡
墨
鰹
（
議
開
薩
）
同
じ
く
小
法
設
護
経
な
ど

ほ
初
か
ら
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
の
如
《
で
あ
る
o
と
れ
に
謝
し
て
措
代
に

存
在
し
た
り
は
い
づ
れ
も
疑
偽
経
典
。
空
寂
諮
問
薩
所
間
経
（
齢
糊
）
、
法
誠
一
謹

鰹
（
緊
誠
一
部
齢
け

R
J
悌
）
、
悌
説
法
翠
畳
程
、
小
般
混
活
経
（
議
一
）
で
あ

り
た
。
乙
？
っ
ち
空
寂
菩
薩
所
関
経
は
時
代
が
歩
し
上
る
主
う
で
あ
る
が
、

一一一

O

他
。
一
一
一
本
は
南
北
朝
時
代
の
襲
作
主
恩
わ
れ
る
o
乙
の
と
と
は
南
北
朝
時
代

に
い
か
に
法
誠
心
憂
慮
が
枇
舎
に
漉
漫
し
て
い
た
か
を
思
わ
せ
る
一
O

儒
現
在

の
傍
鼠
小
法
誠
議
経
（
祭
博
一
時
）
は
開
一
番
敬
録
に
見
え
る
疑
惑
の
小
法
誠

盤
穏
で
は
な
く
し
て
、
現
存
傍
説
法
誠
謹
鰻
の
一
一
種
。
異
本
で
あ
る
＆
考
え

申

Q

O溝

朝

見

の

－

翻

i
南

山

藁

疑

獄

i

水

際

重

明

大
宛
ブ
エ
ル
ガ
ナ
読
巳
劃
す
る
疑
問
，

筒

井

浦

志

漢
武
帝
が
汗
血
鳥
取
得
り
た
め
征
討
し
た
大
宛
閣
は
説
。
破
格
那
、
階
皆

目
抜
汗
那
ξ

同
じ
ζ
フ
エ
ル
ガ
ナ
の
地
方
で
あ
る
と
す
る
の
が
定
説
で
あ
る

け
れ
さ
も
疑
問
の
結
が
多
い
、
葱
嶺
の
西
な
る
パ
ダ
グ
シ
ャ
ン
地
方
主
指
す

の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
乞
墨
田
ず
る
。
薦
書
に
寧
遠
園
者
本
抜
汗
那
、

或
臼
鍛
汗
、
元
貌
時
謂
破
洛
那
－
u
：
：
（
瀬
慶
〉
一
一
一
年
以
渇
塞
誠
鵠
休
稽
州
都
督

＆
あ
る
の
で
破
格
郡
日
強
汗
日
フ
エ
ル
ガ
ナ
と
考
え
ら
れ
た
の
で
る
る
が
、

唐
書
の
記
載
は
極
b
て
信
を
措
き
が
た
《
、
先
づ
、
技
汗
那
（
フ
エ
ル
ガ

ナ
〉
に
漢
時
の
体
循
閣
が
あ
づ
た
＆
錯
畳
し
て
い
る
鮎
そ
の
東
曹
属
（
蘇
謝

沙
那
歯
切
ロ
可
ロ

gmw）
石
蕗
（
拓
支

U
F
m
r
o
pご
に
づ
い
て
も
大
宛
の
境
域
中

に
比
定
し
て
い
る
黙
か
ら
考
え
て
麿
代
人
。
錯
誤
O
跡
は
藤
い
得
な
い
現
書

に
沼
郡
閤
故
大
宛
園
也
、
那
貴
山
誠
、
在
疏
鞠
勘
九
山
、
去
代
万
四
千
四
百
五
十

里
、
宋
和
一
一
一
年
遭
使
献
汗
血
馬
と
あ
る
格
那
は
破
格
那
の
略
で
あ
る
が
こ
れ

左
フ
エ
ル
ガ
ナ
と
同
一
視
す
る
賠
が
問
題
で
あ
る
、
北
見
情
書
に
は
別
に
鋭

汗
園
都
葱
嶺
之
西
五
百
盟
：
・
東
去
踊
勃
千
里
、
西
去
蘇
醤
沙
那
周
五
百
患
と
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あ
る
の
は

E
L
C
フ
エ
ル
ガ
ナ
で
あ
る
が
必
し
も
破
洛
那
、
鍛
汗
同
－
一
蹴
し

う
る
資
料
で
は
な
い

o
破
洛
那
と
同
一
視
し
ろ
ベ
禽
も
り
は
寧
ろ
一
敵
抄
慢

で
、
弗
敵
沙
国
故
除
頓
制
使
、
都
薄
第
、
在
鈴
敦
西
、
去
代
一
万
三
千
六
百
六

十
毘
、
居
山
容
聞
と
あ
る
人
観
書
北
史
）
の
は
パ
ダ
ク
ジ
ヤ
ジ
を
指
す
主
い

ク
シ
ヤ
シ

わ
れ
て
い
る
が
、
館
教
（
貴
霜
鈎
侠
の
故
地
〉
＆
は
穏
去
る
百
盟
白
歪
誌
で

殆
”
と
同
一
一
地
主
克
ら
れ
る
普
諮
ワ
カ
シ
地
方
〈
ク
シ
ャ
ン
）
は
パ
ダ
ク
シ
ヤ

ジ
に
い
れ
ら
れ
て
い
る
、
破
洛
那
は
破
洛
邪
の
誤

p
－t
見
な
し
う
れ
ほ
パ
ダ

ク
シ
ヤ
ハ
パ
ヲ
ク
ジ
ヤ
〉
白
昔
主
う
つ
し
た
も
の
で
弗
敵
抄
と
同
一
一
地
と
見

な
し
う
る
。
貌
書
に
同
一
一
地
を
ニ
づ
に
し
て
あ
げ
る
の
は
疑
問
と
す
べ
き
で

あ
る
が
錨
賓
の
資
料
が
ニ
源
を
有
す
る
た
め
で
あ
ら
う
o
寵
し
て
ラ
ク

1
ペ

9
1
が
指
遣
す
る
如
〈
大
宛
人
は
ヤ
グ
ナ
ハ
ィ
j
才
一
｝
ア
）
人
で
あ
る
と
す
れ

ば
パ
ク
ト

9
ア
系
の
ギ

P
シ
ヤ
入
の
留
で
サ
カ
族
の
た
め
侵
略
さ
れ
て
と
り

山
聞
の
地
主
保
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
大
宛
の
都
賞
出
掛
は

3
1

♂
エ
ジ
・
ト
や
カ
ジ
ヤ
ジ
〈
掲
塞
誠
〉
に
之
丞
求
む
べ
き
で
な
く
後
世
の
貴
霜

＆
同
一
な
の
で
は
る
る
ま
い
か
、
マ
ル
コ
ポ

1
ロ
に
よ
れ
ば
パ
ダ
ク
シ
ャ
ン

の
名
馬
は
ア
レ
キ
サ
シ
ダ

l
大
王
の
プ
ケ
ア
ア
ル
丸
の
遺
種
・
と
も
い
わ
れ
る

が
ζ

れ
と
そ
停
設
的
。
千
里
ぞ
走
る
大
宛
の
汗
血
馬
で
は
な
か
ら
う
か
。

弓
箭
芋
の
給
自
に
つ
い
て

河

原

由

郎

容
節
手
と
は
、
宋
代
、
陵
商
河
東
等
の
西
北
港
境
に
於
い
て
、
一
一
種
の
屯

田
組
織
を
以
て
構
成
し
た
郷
兵
（
民
共
）
と
も
一
再
う
べ
き
で
あ
る
o
今
日
、

と
と
で
問
題
と
し
た
い
こ
之
は
、
給
付
国
土
に
鶴
し

ω
給
付
謝
象
の
国
土

ω
給
付
四
方
法
次
第

義

報

＠

給

付

左

第

佼

右
一
一
一
項
に
づ
い
て
論
亡
た
い
。

南

朝

蝉

鋸

の

由

考

察

越

智

撞

朗

府
州
南
官
僚
機
構
は
、
東
高
田
末
主

P
南
朝
に
か
け
）
－
長
官
白
下
に
（
軍

事
的
行
政
面
の
相
封
的
優
越
性
記
表
面
に
出
し
の
J

づ
）
統
合
的
傾
向
主
強
b

設
に
州
銀
官
僚
機
構
を
形
成
す
る
に
歪
づ
た
が
、
か
《
て
生
じ
た
機
構
に

は
、
園
家
意
志
b
L

執
行
す
ベ
き
官
僚
機
構
そ
の
も
白
と
し
て
の
強
力
化
合
理

化
が
見
ら
れ
る
と
洪
に
、
調
立
の
倫
理
的
理
念
で
援
わ
れ
た
政
治
的
勢
力
左

し
て
の
機
構
の
錘
質
が
漸
く
現
わ
れ
、
更
に
そ
と
に
は
組
難
的
な
も
の
と
し

て
の
長
官
搭
威
の
生
成
が
考
え
ら
れ
る
事
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
「
mm鎮
官

僚
機
構
」
そ
の
も
の
の
考
察
さ
迫
じ
、
南
朝
州
鎮
の
反
範
乃
一
手
々
の
成
坊
一
勘

程
を
見
て
行
く
事
左
す
る
。

趨

郡

の

李

氏

に

つ

い

て

矢

野

主

務

西
洋
史
郵
倉
田

イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
＝
且
九
六
・
七
年
の

食
糧
観
韓
民
つ
い
て

加

藤

知

弘

ピ
ア
l
Fの
経
溝
的
解
蒋
論

！
特
に
そ
の
経
済
力
論
に
づ
い
て

i

稲

本

保

信

C

・A
－
ピ
ア

1
F
の
歴
史
理
論
は
、
客
観
的
翼
理
を
否
定
す
る
観
念
哲

塾
、
麗
史
の
鰻
端
何
百
を
謹
観
す
る
経
済
的
解
想
論
、
お
よ
び
一
種
の
理
念
で

一一一一
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あ
る
思
索
の
規
格
主
中
核
と
す
る
も
の
で
あ
る
う
o
と
の
一
一
一
つ
が
彼
仁
お
い

て
統
一
主
幹
て
い
る
o
俊
一
が
唯
物
論
麗
史
患
者
と
屡
々
誤
解
さ
れ
る
の
は
、

乙
の
一
一
一
ワ
乞
切
り
離
し
て
考
え
る
と
乏
に
揮
因
す
る
o
彼
は
マ
ル
ク
ユ
主
議

者
で
は
な
い

o
寧
ろ
騒
い
ア
シ
テ
ィ
マ
ル
ク
ス
主
義
者
で
あ
る
。
彼
り
臭
事

は
唯
物
史
観
と
金
《
別
個
の
も
の
で
あ
る
o
比
の
乙
之
は
伎
の
経
済
力
論
に
F

明
ら
か
に
表
出
さ
れ
て
い
る
o
彼
の
経
済
的
解
緯
は
マ
ヂ
ソ
ン
の
フ
エ
ヂ
ラ

9
ス
ト
第
十
競
b
L

由
設
鮎
と
し
、
そ
れ
に
青
年
時
代
に
受
け
た
抵
曾
正
義
が

加
味
さ
れ
て
い
る
o
し
か
も
時
代
、
と
共
に
捷
一
佑
し
て
汐
《
。
彼
が
ニ
九
年
に

始
る
大
恐
慌
に
面
し
た
時
設
表
し
た
「
計
童
経
済
」
か
ら
彼
の
経
済
力
論
主

考
究
し
あ
わ
せ
で
彼
の
史
論
之
O
関
係
に
づ
い
て
議
べ
た
い
。

』
八
七
八
年
ニ
月
十
九
日
ピ
ス
マ
ル
ク
議
曾

漉
説
巳
つ
い
て

問

中

友

次

郎

古
代
末
期
民
お
け
る
キ
ロ
ス
ト

教
徒
の
教
養
に
つ
い
て

長

・

友

柴

良E

中
世
イ
ギ
リ
ス
農
村
エ
業

藤

原

ミ

浩

血
都
知
の
如
r、
近
代
的
ヱ
業
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諾
聞
に
於
て
、
農
村
工
業
主

基
盤
と
し
て
展
開
し
た
o
イ
ギ

9
ス
の
そ
れ
も
十
五
世
紹
燕
か
ら
、
就
中
十

ア
ー
バ
ン
エ
ク

y
グ
ス

六
世
粗
か
ら
、
工
業
の
都
市
議
去
仁
主
っ
て
農
村
地
域
に
繁
蹴
旅
し
た
農
村
エ

業
を
背
景
に
持
ち
づ
ヴ
設
展
し
た
。
し
か
し
イ
ギ
ヲ
ス
近
代
の
初
期
に
中
心

的
な
地
位
乞
占
岳
る
毛
織
物
工
業
の
都
市
議
去
は
右
に
事
ず
た
初
期
に
始
め

て
現
か
た
も
の
で
は
な
い
。
十
四
世
組
後
卒
、
更
に
さ
か
の
ぼ
づ
て
十
一
一
一
世

一一一一一

組
に
、
と
の
都
市
議
去
は
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
は
そ
の
原
因
は
何

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ば
し
ば
し
ば
い
わ
れ
る
如
《
ギ
ル

γ
的
規
制
を
克
か
る

た
め
で
あ
の
J
Kが
、
あ
る
い
は
自
然
的
立
地
保
件
に
も
乏
づ
《
も
む
で
あ
の
J

た
か
、
る
る
い
は
ま
た
領
主
制
。
強
度
如
何
に
関
係
が
あ
の
J

た

で

あ

ろ

う

か
o
乙
れ
ら
の
点
に
若
干
の
考
察
を
み
た
い
。

南
北
戦
争
車
前
の
ア
メ
リ
カ
南
部
民
お
け
る

「
プ
ア
・
ホ
ワ
イ
ト
」
の
教
に
つ
い
て

一

一

一

滞

議

ア
メ

9
カ
合
乗
酉
の
南
部
に
「
プ
ア
・
ホ
ワ
イ
ト
」
〈
噌

O
R
d
q
E
g
v
と

呼
ば
れ
る
貧
乏
な
、
無
知
な
、
無
謹
徳
な
、
，
動
物
的
な
生
活
b
b

怠
る
人
々
が

存
在
す
る
と
＆
は
、
最
近
邦
聾
さ
れ
た
小
説
『
E
T

パ
コ
・
ロ
ー
ド
』
な
ぎ
に

よ
っ
て
も
知
ら
れ
て
い
る
o
乙
の
「
プ
ア
・
ホ
テ
イ
ト
」
乏
い
う
言
葉
は
、

そ
の
幾
多

o
m
m名
と
と
も
に
南
北
鞍
争
前
に
も
存
在
し
…
て
お
り
、
出
E
S
H
H旭鞭

同
・
出
0
5
0
弓
そ
の
他
、
雷
時
の
人
々
の
中
に
は
、
南
北
鞍
争
直
前
に
お
い

て
、
「
プ
ア
・
ホ
ワ
イ
ト
」
の
一
教
が
非
常
に
多
数
で
あ

p
、
か
か
ら
の
南
北

戦
国
ず
に
お
い
て
果
す
べ
き
設
割
が
甚
だ
大
き
い
こ
と
を
‘
す
で
に
惑
ペ
て
い

た
o
し
か
し
な
が
ら
現
代
。
ア
メ
ヲ
力
0
・
史
家
た
ち
の
多
《
は
、

c
o
見
解

主
と
ら
ず
、
官
時
ハ
南
北
戦
争
直
前
〉
の
種
々
の
情
勢
か
ら
「
プ
ア
・
ホ
ワ

イ
ト
」
は
遇
穴
評
債
き
か
た
の
で
あ
の
J

て
、
実
際
は
そ
の
教
は
ず
っ
＆
少
数

で
あ
る
乏
い
う
巴
o
p
問。ロ
mHH円
宮
内
氏
の
訴
訟
受
け
入
れ
て
い
る
o
し
か
し

私
は
開
氏
の
訴
訟
卒
直
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
合
な
い
。
「
プ
ア
・
ホ
ワ

イ
ト
」
む
概
念
。
把
握
の
仕
方
が
問
題
苦
・
と
思
ラ
か
ら
で
あ
る
o

門
小
農
住
農
」
記
つ
い
て

松

裕

垣



ピ
ス
マ
ル
ク
批
曾
政
策
の
コ
珊

主き

春

吉

考

古

民

俗

都

宮

宮
崎
地
方
巳
お
け
る
網
漁
と
右
雄
巳
つ
い
て
田

中

熊

行

建
物
と
し
て
の
石
錘
に
づ
い
て
は
、
！
そ
り
用
誌
が
漁
携
用
の
錘

p
石
と
し

て
多
〈
使
用
さ
れ
た
と
之
は
最
早
疑
え
な
い
と
と
る
で
あ
る
う
o
恭
し
乙
の

石
錘
が
漁
務
局
と
し
て
如
何
に
使
用
さ
れ
た
か
、
長
｝
E

い
ろ
黙
に
関
し
で
は
今

度
明
確
に
さ
れ
る
迄
に
歪
ら
な
い
o
と
の
研
究
は
そ
白
結
に
づ
い
て
の
解
答

を
試
み
る
鵠
現
行
漁
獲
の
習
俗
調
査
ξ
考
古
遺
物
右
錘
と
を
関
連
さ
せ
て
推

考
し
結
論
友
見
出
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
o

宮
崎
地
方
に
お
い
て
は
錘
を
使
用
し
て
い
る
漁
締
四
十
一
種
、
そ
り
他
の

漁
法
で
錘
b
L

使
用
し
て
い
る
も
の
一
一
一
十
六
種
合
計
七
十
七
種
が
あ
る
o
又
考

古
遺
物
・
と
し
て
の
石
錘
四
回
凡
偲
に
引
い
て
調
査
を
す
L

め
そ
の
現
行
使
用

の
錘
＆
遺
物
石
錘
と
に
づ
い
て
関
連
的
考
察
ま
施
す
こ
と
に
よ
づ
て
五
方
面

の
締
漁
を
規
定
し
そ
の
他
「
一
一
方
面
の
漁
具
＆
し
て
、
使
用
さ
れ
た
と
と
を
推

定
し
た
り
で
あ
る
o
考
古
事
左
足
俗
事
の
関
係
的
考
察
の
成
呆
に
よ
る
も
。

と
い
え
主
ラ
。

小
倉
市
日
明
篇
朝
山
横
穴
に
就
い
て

田

頭

脅

小
倉
市
の
西
部
b
L

占
め
る
低
い
丘
陵
群
。
中
践
に
可
申
町
P
D
敷
の
績
穴
が

e

存
在
す
る
o
そ
の
内
で
最
東
の
丘
陵
即
ち
俗
に
愛
宏
山
又
は
鳥
朝
山
之
呼
ば

れ
る
も
の
に
現
在
六
偲
の
横
穴
が
閉
口
し
て
い
る
o
同
地
結
に
は
既
に
消
誠

fl 

報

し
た
も
の
も
相
龍
敦
あ
っ
た
ξ

聞
く
o
筆
者
は
今
春
そ
の
関
口
せ
る
も
の
六

個
の
内
五
健
主
賓
測
し
た
が
、
宰
に
も
残
在
し
た
数
個
の
土
器
よ

p
翻
て
、

時
代
的
に
は
奈
良
時
代
頃
の
も
の
ら
し
く
、
・
構
建
的
に
は
、
玄
室
冗
井
部
の
、

時
間
謂
「
寄
棟
遣
い
の
形
を
浮
き
勝
に
せ
る
も
の
宇
、
「
甥
妻
建
」
の
そ
れ
か
む

表
せ
る
も
の
等
主
有
し
、
古
代
建
築
史
の
費
料
と

L
て
も
極
診
て
冨
白
〈
感

じ
た
。
こ
の
質
況
b
L

報
告
し
て
諸
賢
の
御
高
見
主
乞
い
麗
い
。

下
城
式
土
器
と
そ
の
共
存
関
係

佐

藤

境

大
分
麟
佐
伯
市
下
城
遺
跡
訟
模
式
と
す
る
所
謂
下
械
式
土
器
は
東
九
州
中

部
地
区
に
お
い
て
は
遠
賀
川
末

i
i須
玖
式
乃
韮
唐
古
第
一
E

・I・
－
一
一
様
式
出

口
癖
大
井
遺
跡
よ

P
出
土
す
る
一
群
の
土
器
之
類
似
形
式
の
土
器
群
之
共
存

す
る
が
‘
大
分
麟
速
見
郡
藤
原
村
大
津
遺
跡
に
お
い
て
は
唐
吉
第
一
様
式
と
晶
ア

謹
賀
川
式

i
須
玖
式
。
移
行
期
の
土
器
と
共
存
し
‘
叉
同
村
下
披
遺
跡
に
お

い
て
は
唐
吉
第
二
様
式
長
頭
蓋
型
土
器
と
須
玖
式
と
共
存
し
、
大
分
市
花
園

遺
跡
下
層
に
お
い
て
は
須
玖
式
末
。
形
式
の
土
器
と
東
九
州
地
方
に
お
い
て

所
謂
戸
次
式
ど
呼
稽
さ
れ
る
梅
自
式
土
器
の
組
元
と
も
考
へ
ら
る
ベ
き
土
器

主
共
存
す
る
が
、
こ
の
共
存
関
係
に
お
い
て
、
下
城
式
土
器
が
繍
生
式
中
期

在
中
心
に
展
開
し
す
る
左
共
に
後
期
白
梅
目
式
土
器
の
設
企
及
び
東
九
州
に

お
け
る
糖
昌
式
文
化
の
俸
揺
り
時
期
に
り
い
て
の
重
要
な
鍵
黙
を
見
出
さ
せ

る
も
白
で
あ
る
の
み
な
ら
・
ず
、
東
九
州
地
方
白
調
均
一
式
土
器
の
形
式
分
類
に

お
い
て
特
に
中
期
の
諸
土
器
形
式
中
一
つ
の
土
器
セ
ッ
ト
と
し
て
特
異
な
文

化
圏
乞
構
成
す
る
と
思
わ
れ
る
。

一一一＝＝ 一



輩、

報

大
分
瞭
（
盟
前
盟
後
〉
巳
於
け
る

漢
式
鏡
麓
晃
の
古
墳
に
つ
い
て

加

川

光

夫

総
燕
九
州
地
方
に
於
て
所
謂
畿
内
前
期
古
墳
に
比
出
品
さ
れ
る
も
の
に
就

い
て
、
あ
ま

p
其
の
例
を
聞
か
な
い
が
、
東
九
州
に
つ
一
一
興
味
あ
る
前
期

官
墳
が
注
目
さ
れ
る
の
で
、
乙
百
点
左
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
o
古

墳
の
続
年
的
研
究
に
漢
式
鏡
左
中
心
に
す
る
こ
＆
は
論
を
侠
た
な
い
＆
と
る

で
あ
る
が
、
東
九
州
に
於
て
劉
氏
作
。
童
保
鏡
が
畿
見
さ
れ
、
後
漢
の
作
品

が
注
目
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
更
に
最
近
に
於
℃
は
染
銅
作
り
細
線
式
獣
帯
鏡

の
帯
広
見
も
注
意
さ
れ
た
。
乙
の
一
一
円
J
W
古
鏡
の
中
童
保
鏡
な
出
土
し
た
鑑
堂

吉
墳
は
且
て
南
善
吉
氏
に
主
ワ
て
報
告
さ
れ
た
如
く
富
形
境
の
よ
部
に
割
石

積
し
た
竪
穴
式
石
櫛
を
有
す
る
主
鵠
部
を
形
成
し
て
居
夢
、
細
部
に
五
円
J

て

は
不
明
で
あ
る
が
一
躍
畿
内
前
期
の
古
墳
と
推
定
す
る
こ
と
が
出
来
よ
日
完

更
に
獣
帯
鏡
敷
荷
主
出
土
せ
る
豊
能
の
石
塚
山
古
墳
に
関
連
す
る
も
の
に
同

館
宇
佐
郡
赤
塚
古
墳
中
豊
後
陣
狐
塚
古
墳
等
噴
頂
附
近
に
錯
式
石
桔
央
は
長

大
な
る
竪
穴
式
石
結
等
の
接
見
に
主
り
、
一
躍
畿
内
前
期
の
古
墳
の
分
布
が

東
九
州
地
方
に
及
ぶ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
常
と
り
前
期
古
墳
に
比
定
さ
れ
る

に
後
績
の
畿
内
盛
期
古
墳
の
分
布
は
豊
後
陸
自
塚
古
墳
設
見
の
位
翠
コ
一
公
双

龍
鏡
出
土
の
も
の
に
よ
り
代
表
さ
れ
る
o
こ
の
盛
期
の
古
墳
b
L

特
徴
ず
け
る

も
の
は
古
墳
上
方
に
位
置
す
る
舟
型
式
石
棺
で
其
の
後
見
例
は
可
成
り
の
教

に
達
し
て
い
る
o
以
上
畿
内
前
期
及
び
盛
期
の
古
墳
に
比
定
さ
れ
る
古
墳
の
・

中
漢
式
鏡
出
土
の
エ
一
一
一
を
中
心
に
検
討
す
る
と
乏
に
す
る

o

史

皐

懇

話

曾

第
五
十
七
回
大
月
九
日
ハ
火
〉

一
一
一
四
、
＼

今
聞
は
、
折
か
ら
出
接
講
議
で
御
来
島
・
中
の
本
曾
顧
問
・
本
事
名
響
教
授

長
害
虫
口
先
生
の
敵
強
曾
と
し
て
犬
舎
議
室
に
於
い
て
開
催
、
先
生
の
「
第
一

次
大
戦
嘗
時
に
於
げ
る
滞
調
鶴
験
談
」
＆
題
す
る
極
め
て
興
趣
深
い
御
講
演

を
一
一
時
間
に
豆

p
祥
揺
さ
せ
て
頭
い
た
。
御
題
官
後
既
仁
十
年
、
先
生
が
今

も
お
元
試
に
皐
界
の
た
め
に
御
活
躍
下
さ
る
事
は
我
々
一
向
の
深
い
よ
る
こ

び
で
あ
り
、
と
L

に
先
生
の
僻
健
康
之
御
多
幸
な
衷
心
主

P
御
前
り
す
る
次

第
で
あ
る

o間
史
愚
科
の
動
向

第
十
ニ
回
国
史
皐
研
究
脅
大
沼
四
日
〈
木
〉

大
友
能
直
の
出
生
に
就
い
て

藤

井

賢

一

一

一

豊
後
六
友
民
の
初
代
龍
直
白
出
生
、
特
に
そ
り
質
交
に
関
し
て
は
、
系
闘

を
始
＆
し
て
吾
妻
鏡
．
明
月
記
等
の
記
事
に
多
tcの
巽
向
が
あ
る
o
そ
の

中
．
源
頼
朝
落
胤
設
が
最
も
賢
《
流
布
し
、
後
世
の
著
作
、
編
纂
物
の
殆
刊
戸
、

も
之
に
税
づ
て
い
る
o
併
し
又
、
落
胤
設
を
疑
問
視
す
る
人
は
あ
の
J

て
も
、

そ
の
理
由
の
な
い
ま
ま
之
丞
否
定
し
得
ず
、
ま
し
て
賃
失
恋
積
極
的
に
明
か

に
し
て
は
お
ら
な
い
o
こ
う
し
て
能
寵
O
頼
朝
落
胤
設
は
疑
わ
れ
乍
ら
も
確

証
り
な
い
偉
に
、
市
－
む
注
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
・
と
い
う
の
が
現
献
で
あ

る。僕
は
従
来
り
能
直
の
出
生
に
関
ず
る
諸
設
を
分
類
し
、
そ
の
一
々
に
就
い

て
反
駁
し
、
時
仁
そ
の
牙
城
た
る
落
胤
設
を
排
す
る
事
に
依
づ
て
賃
究
主
拐

か
に
し
主
う
と
し
た
。
こ
う
し
て
得
た
結
論
は
、
能
直
の
賃
失
仕
託
藤
能
成

な
り
・
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
未
定
確
詮
b
L

得
難
い
。
今
後
新
史
料
の
設
見

さ
れ
る
事
が
あ
れ
ば
と
白
結
論
は
裏
付
け
ら
れ
得
る
で
あ

b
ぅ
。



第
十
三
自
由
良
畢
研
究
曾
六
月
十
八
日
ハ
木
〉

設
生
揚
に
於
け
る
松
浦
議

瀬

野

精

一

郎

中
世
に
於
げ
る
松
浦
黛
の
襲
質
遁
程
在
拐
に
す
る
た
め
、
一
般
に
松
浦
翻

源
久
が
嬬
津
波
議
搭
か
ら
肥
前
宇
野
御
厨
O
検
校
と
し
て
下
松
浦
志
位
郡
今

稿
に
下
向
し
て
来
た
と
云
は
れ
る
後
一
一
一
保
天
皇
の
延
火
元
年
ハ

g
g〉
か
ら

源
平
交
替
期
を
た
〈
hv
に
切

p
設
け
鎌
倉
御
家
人
と
し
て
の
地
位
を
確
保
し

た
と
思
は
れ
る
正
治
一
苅
年
（
凶
冨
ご
ま
で
の
問
。
松
浦
黛
を
愛
生
期
。
松
浦
黛

＆
し
て
と
ら
へ
、
そ
の
問
。
松
浦
黛
O
政
治
的
動
向
及
び
黛
的
性
持
主
明
に

し
エ
ラ
＆
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
政
治
的
行
動
は
主
慢
性
の
な
い
時
局
便

乗
、
乃
至
事
大
主
義
に
よ
る
も
の
予
あ

p
、
し
か
も
と
れ
は
後
世
松
浦
黛
白

性
格
と
し
て
一
貫
し
て
居

p
、
と
の
事
大
主
義
、
無
節
換
が
波
澗
O
多
い
中

盤・
0
政
治
一
位
曾
を
く
ど
っ
て
近
世
大
名
と
し
て
生
き
残
づ
た
」
原
因
＆
思

ラ
。
又
松
浦
黛
は
す
で
に
と
り
嘗
時
黛
組
織
を
結
ん
で
い
た
b

ら
し
《
、
と
り

費
生
期

ω
松
浦
黛
に
於
て
は
黛
主
構
成
し
た
一
一
族
中
に
上
下
関
係
が
認
め
ら

れ
な
い
事
は
黛
の
性
格
主
考
へ
る
上
に
同
時
代
り
武
士
圏
白
性
絡
と
比
較
し

て
注
目
仁
値
す
る
も
の
で
あ
る
o

東
洋
史
華
料
の
動
向

新
刊東
洋
史
皐
第
八
輯
昭
和
サ
八
年
八
月
刊

目

次

禾

i
唐
宋
用
語
辞
之
穴
1
l

来
代
、
・
特
広
治
平
・
馬
事
年
間
に
於
紳
り
る
、

唐
裏
目
一
州
白
水
利
回
の
開
設
に
づ
い
て

日

野

開

河

原

由

郎

集

報

長E

唐
代
府
兵
の
課
役
免
除
に
づ
い
て
の
疑
問

五
代
・
後
唐
の
回
国
銭
に
就
い
て

来
奥
食
貨
志
語
註
西
洋
史
華
料
の
動
向

第
五
十
回
西
洋
吏
研
究
曲
目
五
月
廿
一
一
日

回目
ω件
ozmngNa百
『
時
間
同
件
当
弁
出
品
・
所
載
の

－7
・・・－－－一パア
l
「
信
仰
と
鹿
児
」
の
紹
介
前

間

松

永

強

生

日

野

＝＝ 一
郎

開

良

爾

義

教

授

歓

迎

曾

六
月
九
日
史
串
懇
話
曾
終
了
後
、
ヱ
畢
部
地
下
食
堂
に
於
い
て
開
催
。
童

食
を
共
に
し
が
ら
先
生
に
種
々
質
問
を
し
、
一
々
丁
寧
な
御
敬
一
部
主
頂
．
又
’

先
生
か
ら
豊
富
な
研
究
上
あ
御
韓
験
に
基
〈
お
話
等
が
あ
nu
、
終
始
な
ご
ぞ

か
な
雰
園
集
。
中
に
曾
を
終
っ
た
o

第
五
十
一
一
関
西
洋
史
研
究
曾
ハ
六
丹
十
三
詰
〉

河
内
凶
4
・
E
器。円・
n
C
H
M・H
・
所
載
の
ロ
ベ
ー
ル
。

フ
イ
リ
イ
ポ

i
「
ロ
シ
ヤ
に
於
け
る
熊
鍾
の
増

大
と
食
糧
立
法
」
の
紹
介

第
五
十
エ
関
西
洋
史
研
究
曾
（
六
月
廿
自
）

英
図
司
ロ
ω
t
mロ
ヱ
業

荻

野

雑

弘

古

践

宏

一

集
国
的
必
要
の
前
に
於
け
る
集
層
的
経
験
が
生
ん
芦
産
業
革
命
は
あ
ら
ψ

る
史
的
意
義
を
合
ん
で
居
る
。
就
中
、
英
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